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公共交通は，運転できない高齢者と高校生の為に必要？
 自家用車以外の「選択肢」を求める若者層

はじめにー求められる「不易流行」

 メジャー企業や大学との「連携」で課題が解決できる？
 「共創」がバズワードになり，「実証実験」が目的化
 「アジャイル」で改善・・・と言われるが手立てが不明瞭

• 「共創」は，地域と交通の「強壮」が目的。「共痩」に非ず

他地域の「先進事例」で，自地域の課題は解決できる？
 事例が「相場」になり，「やった気になる」ことが問題

運転士不足問題は，自動運転やライドシェアで解決する？
 自動運転は「新薬開発」。運転士不足は人件費不足に

起因。ライドシェアもオンデマンドも「場所を選ぶ」

私たちは「新たなこと」を受け止めつつも，

「変化しない本質」を忘れてはならない

「協議会」に求められる姿勢は「不易流行」にあり

持続する都市や地域のために公共交通がある

■ 公共交通の再設計（リ・デザイン）が目指すもの

公共交通の
再設計

（リ・デザイン）

超高齢社会・人口減

「移動自己責任」の現状

 大都市郊外や地方部は，自家用車
保有が前提の都市構造

交通分野の家計支出が高額

 公共交通分担率が高い大都市圏
は「駅以外」へのアクセスが課題に

移動を支える主体の疲弊

 運転士不足に直面する運輸産業

 COVID-19後の移動需要減少

国際的に稀な収益事業を前提
とした公共交通の維持（内部
補助）スキームの限界
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行政運営型の以外の公共交通には無関
心になりがち。財政出動を減らしたい。
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与しない（機会もない）が，
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地域公共交通を
守り，育てる

■ 日本の公共交通は「コストシェアリング」の視点が弱い

一律の政策・制度は限界
⇒「協議会」方式の重視

地域公共交通を支える主体－実は不在？

この構図を変えなければ，問題は何も解決しない・・・



■ 交通政策基本法（2013年12月4日）

（交通に関する施策の推進に当たって基本的認識）

第二条 ・・・交通が、国民の自立した日常生活及び社会生活の確

保、活発な地域間交流・・・を実現する機能を有するもの・・・

 「生活」を支える： 運転しない方も，活動目的を満たせる

 「交流」をつくる： 運転しない方も，「おでかけ」機会がある

市民の生活を支え、交流機会をつくる地域交通を

ビジネス(経済)と合意形成(社会)の合わせ技でリ・デザイン

「競争」から「共創」へのメッセージが明確に。今改正でも踏襲

① 「輸送資源の総動員」・・・「使える手段」は，利用したい

② 「共同経営」・・・黒字バス事業者も「交通調整」が可能に

③ 「束ねる」・・・特定事業（利便増進実施事業）の対象

■ 「前回の」地域交通法改正（２０２０年11月27日）

求められる地域交通の戦略的マネジメント 「協議会」を地域交通政策の“OS”に

■ 「協議会」の重視は，移動課題の解決を阻害しない

地域交通政策は，交通事業者や地域住民等との責任分担が必

要・・・行政だけでは完遂できない（⇒「共創」へのシフト）

合意形成の過程なくして，相手からの「信頼」は得られない

 新技術への「なじみ」醸成にも，この過程が必要

人口減少局面では，既存プレイヤーを排除した「破壊的な再

編成」は果実ではない（マクロ的には，ゼロサムの可能性）

■ 「協議会」の合意形成を回避する事例が散見

新技術の導入で注目される市町村には，地域公共交通計画や

協議会の「外側」で取り組まれる例が存在
 計画への記載がない／計画自体が存在しない例

 協議会を別に設置する／自治体内部や政治的に決定する例

規制改革の議論では「協議会」の合意形成を不要とする意見も

⇔地方分権「改革」からの逆行（市町村の発言であれば問題）

地域公共交通に関わる「協議会」

地域の実情に応じた乗合輸送の態様，自家用有償旅客運送の

必要性と対価に関する協議を行う

２０２３年１０月改正

乗合輸送の協議運賃の意思決定は「運賃協議会」に分離。住民，利

用者，利害関係者の意見を聴くプロセス（公聴会）も求められる

自家用有償旅客運送の「運営協議会」は地域公共交通会議に編入

■ 地域公共交通会議 （道路運送法施行規則第４条の２）

 必須構成員
主宰者（都道府県・市区町村）の長，一般旅客自動車運送事業者及びその
組織する団体，住民または旅客，地方運輸局長，一般旅客自動車運送事
業者の運転者が組織する団体

 自家用有償旅客運送の協議を行う場合
現に自家用有償旅客運送を行つているNPO等

 路線や時刻を定めた運行を行う場合（自家用有償を含む）
道路管理者，都道府県警察

 学識経験者や「運営上必要と認められる者」の参画も可能

協議を調えることで可能になる主な特例

■ 下記の「特例」に関する内容は「協議事項」にあたる
 路線不定期運行又は区域運行の実施
 乗車定員11人未満の車両の使用
 最低車両数基準（常用5両，予備1両）の緩和
 他の旅客自動車運送事業との車両の併用
 バリアフリー適用除外（車両総重量５t以下＋定員23人以下の車両の場合）

 乗合事業の申請時の路線図（路線、道路種別、キロ程等）の添付省略
 クリームスキミング的運行の弾力的な取り扱い
 行政処分等による事業計画の変更（拡大）の制限緩和
 路線の廃止又は休止の届出時期の短縮

※ 市内完結路線以外： 地域協議会の分科会に位置づけられた場合
 自家用有償旅客運送の実施（対価の設定を含む）
 処理期間の短縮
 公安委員会への意見聴取の簡素化
 乗合事業の新規許可申請時の添付書類の省略
ーーーーーー
 運賃・料金の設定，変更は，「９条４項の協議会（運賃協議会）」へ



地域公共交通に関わる「協議会」

■ 法定協議会 （地域交通法第６条）

地域公共交通計画の作成と運用： 地域交通の課題を発見・共

有し，政策の目的と道標や責任分担を定める地域公共交通計画

法定協議会化で参加応諾義務と結果尊重義務が発生

 関係者間の合意形成を図るうえで有用

地域公共交通計画等の作成と
運用の手引き [入門編]p.45

地域公共交通に関わる「協議会」

■ 地域協議会 （道路運送法施行規則第15条の４第２項）

地域住民の生活に必要な旅客輸送の確保に関する協議会

 地域間幹線系統補助の要件である「生活交通ネットワーク計

画」（三か年計画）の策定を専ら進めてきた印象

 地域公共交通計画と補助制度の連動化で，法定協議会化も

市内完結路線以外は，路線の休・廃止に関わる申し出がこの協

議会に出されることが多い

 各市町村の地域公共交通会議等が「分科会」に位置づけられ

るケースでは，実質的な協議が委任される

都道府県が主宰。少なくとも，関係市町村，運輸局，関係旅客自

動車運送事業者が構成員となる。地区別の「分科会」設置も可

これらの「協議会」を地域交通のリ・デザインに向けた

“Operating System”とできるか？

「協議会」によく見られる光景

国土交通省中部運輸局リーフレット「地域公共交通－活発で良い議論ができる会議のために」より

「協議会」を“OS”として機能させるために

各回の協議会で「何を」議論するのかを明確にする
⇒ コンサルや交通事業者の資料「だけ」で臨まない

■ アジェンダの明確化と「信頼」の構築が重要

 これまでの「到達点」や，次回に向けた「宿題」を確認する
⇒ 議論が「前向き」になる。次回の協議会までに事務局

が何を準備すればよいかも明確できれば前進する

市民／利用者代表の委員が持つ「疑問」を掘り下げてみる
⇒ 資料の事前配布は必須。「市民WG」の実施も有効

行政と公共交通事業者は一定の緊張関係下で連携を強化
⇒ 部会や分科会の定期的な開催が有効

協議会構成員以外のプレイヤーにも関心を持ってもらう
⇒ 配布資料や議事（要）録のホームページ公開は必須
⇒ 地区の移動手段確保を検討する「場」は別に担保



協議会資料の作成手法

■ 路線の新設・変更の「要点」を資料の冒頭に明示

沼津市地域公共交通協議会 令和3年度第3回協議会 資料より

協議会資料の作成手法

■ 路線の退出申出に「市の考え方と対応案」を明示

沼津市地域公共交通協議会 令和3年度第3回協議会 資料より

■ 一見、「綺麗な」計画の概要ですが・・・

「お題目」になりやすい
基本方針

計画事業

それぞれの計画事業は，何を
解決するのか？ 何を目指す
のか？ どのように始めるか？

この「行間」を埋めるのが
計画と協議会の役割

地域公共交通計画の策定と運用

マジメント

目標

目標と手段が区別できていない

「PDCAサイクル」･･･何も
言っていないことと同じ

■ 一見、「綺麗な」計画の概要ですが・・・

地域公共交通計画の策定と運用



■ 「通常の」協議会開催時期は予め定めておく

確保維持改善計画、自己評価、予算要求の「主要３タイミング」を

念頭に、「年間」そして「計画期間中」の行動指針を明確にしたい

路線の新設・変更など「処理期間」がある場合は開催時期に留意

沼津市地域公共交通網形成計画

地域公共交通計画の策定と運用

■ この分野は「調整」と「合意形成」の連続です

どのようなマインドが必要か

交通政策の立案は地方公共団体でも，実際に運行するの
は公共交通事業者（しかも「真の」本社が県内とも限らない）

⇒ 公共交通事業者に受け止めてもらえる「文脈」が必要

相手からの「要望」をどこまで受け止めるか
⇒ 「Yes」か「No」が答えとは限らない
⇒ 「No（Yes），but・・・」の「but」以下の選択肢をどこ

まで用意できるかが鍵（＋できることから始める）

国の規制や事業制度のため「できないこと」が多い？
⇒ 国は「安全規制」に重点。協議会の意思決定を尊重

※ 各運輸局さらには担当者により「解釈」に幅。この点は突き詰めてよい

まずは「対話」，でも「臆せず」。これが基本的姿勢
モビリティサービスが高度化しても，この文化は不変

但し，客観視することで「対話」は進みやすくなる

■ 事業者間の「共創」で「バス幹線軸」を構築した八戸市

【効果】 両事業者とも「乗客増」「黒字化」達成（2008年度）

（乗車人員）135万4千人 → 144万1千人 乗客 6.4％増

（収支）1,567万円の「赤字」 → 2,556万円の「黒字」

八戸駅・中心街間の路線バス（複数事業者）運行計画を市の調

整で一体的に設定。運行間隔平準化と減便による「生産性の向

上」と「分かりやすさ・便利さ」の両立を図った。
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「共創」は「単独」で取り組むよりも難しい

事業者間共創で基本要素を保つ「しぶとさ」を持ってきた
しかし，この状況を実現するまでは「茨の道」だった・・・

■ 「総論賛成」でも，「各論」で行き詰る

八戸駅線共同運行化の議論を振り返る
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根城大橋経由と田面木経由を20分間隔で交互に運行する。

 八戸駅発「0，10･･分」，中心街発「5，15･･分」に当てはめる

運行時刻の調整を前提に，のりばを統一（八戸駅1番）する。

中心街に分散した停留所群を「中心街」と束ねて表現する。

「総論賛成」だった合意事項

どの便をどの事業者が担当するか？

 新幹線到着直後をどの事業者が担当するか。自社他系統と

の取り回し（減便の割に仕業は減りにくい？）

議論が紛糾した「各論」



■ 合意の鍵＝（データ＋時間軸）✕（対話＋ワルモノ）

❶ 課題を「データ」で客観視

どの便をどの事業者が担当するか？

 東北新幹線八戸開業で新設された「新幹線シャトル」（八戸駅～

中心街間の急行便）は，僅か一年で廃止。乗降データで，途中停

留所～中心街間の乗降が卓越することを確認

❷ 取り組みの時間軸を形成

「小さな成功体験」から本丸を目指す

 『見せ方改革』から「共創」の土台を築くことも有効

代替案を「ゼロ・イチ」で考えないー「対話」の素地になる

 八戸駅～中心街間の共同運行化は，市外乗入路線を除外

 各者の「特定輸送的サービス」（例：△△高校の通学対応便）

は，等間隔ダイヤ，共通定期券の精算対象から除外

八戸駅線共同運行化の議論を振り返る

八戸駅線共同運行化の議論を契機に、路線バス事業連絡調整

分科会を常設化

 構成員が資料を持ち寄る形式 ･･･論点や対立軸が明確に

 各回の分科会では「到達点」の確認を行う（次回の冒頭でも

再確認）。次回の日程と「宿題」の内容はその場で調整

❸ 「対話」を「文化」に

山本雄二郎先生（武蔵野市公共交通活性化協議会初代座長）が遺した言葉

 「第三者」が時にワルモノになることも必要

 関係者の「考え」を読み解くことが必要。伴走者の「経験知」に

❹ 時に「ワルモノ」を演じる

「三歩進んで，二歩下がる」の繰り返し…

しかし「対話」がなければ，リアルは変わらない

■ 合意の鍵＝（データ＋時間軸）✕（対話＋ワルモノ）

八戸駅線共同運行化の議論を振り返る

■ 飯能市吾野・東吾野地区の空白地有償運送

西武秩父線の沿線だが、バス路線も、駅待ちタクシーも無し。

飯能市の地域公共交通計画で、タクシーを補完する有償運送の

導入を位置づけ。区域外の輸送は、区域発の輸送に限定し、既

存公共交通と分担することで、双方の供給効率を担保。

吾野・東吾野地区
（人口：約4,000人）

「総論反対」でも「各論賛成」の場合がある

■ 自家用有償運送制度の2020年改正

地域公共交通部会中間取りまとめ
概要（令和2年1月）

地域公共交通会議（運営協議会）で，自家用有償運送の輸送対

象者や形態を限定することが合理的であれば設定可能

「くらしの足」には「総論反対・各論賛成」の場面も
伴走者の「経験知」を「セカンドオピニオン」で補う工夫も

「総論反対」でも「各論賛成」の場合がある



■ 在来の公共交通・・・多くは「与えられた」交通

在来の公共交通は交通事業者が主に運

営。運行頻度が多い基幹路線の形態

地域・利用者の声が届きにくく，非基幹

路線では「使われない」「守れない」公共

交通に陥る可能性

地域「も」支える仕組みをつくり、育てることが重要

「協議会」は，地区単位の取り組みに一定の権限を付与

支える人 使う人

■ 地域密着の「くらしの足」・・・地域「も」支える主体に

地域住民（組織）が運営に参画

 地域鉄道や地域間バスは自治体も

地域・利用者の声が届きやすく，非基幹

路線でも「使われる」「守られる」可能性

支える人 使う人

地域交通には「ボトムアップ」の視点が必要

■ 会津若松市 金川町・田園町の取り組み

会津若松市地域づくり課作成資料

「与えられた」交通を脱却し，課題解決へ

■ ポイントは「できること」を紡ぎあげる

「小さな足がかり」から始めることが必要

知恵
をだす

「くらしの足」を
創る・育てる

施設提供・広告物の作成
自らが運転・運行・予約管理

「くらしの足」で支える対象を明確にする
上記に応えるサービス内容を立案する

乗って支える（運賃収入）
乗らない人も支える（会費
や協賛金）

チカラ
を貸す

カネ
で支える

「くらしの足」を創り，育む仕組みづくり

■ 乗用車に「相乗り」する習慣の有無が海外との違い

公共ライドシェア（交通空白地有償運送）： 78条２号登録
 ２００６年道路運送法改正で制度化。地域公共交通会議（運営協議

会）で「必要性」や「対価」の協議が調えば，どこでも導入可

 地方公共団体が直接運行する「廃止代替バス」も含まれている

日本版ライドシェア（自家用車活用事業）： 78条３号許可
 国の裁量は「２号」より大きく，現時点の適用可能性は限定的

補論： 「ライドシェア」議論に寄せて

渋滞や環境対策で，乗用車への相乗りを進めてきた欧米
 HOVレーン（米国； High Occupancy Vehicle）

日本では「見知らぬ人」との乗用車への相乗りに抵抗が強い

■ 「登録」と「許可」の違いを理解する

「交通空白」への関心が高まる一方，福祉交通の話が

埋没することへの懸念・・・「ボトムアップ」も引き続き重要



データ活用による部分最適（例：特定の目的、時間帯）は目指せるが

多様なニーズや空間の全体最適は困難

⇒より個別化されたモビリティサービスの選択肢は拡がる

⇒データをinput→最適な打ち手がoutput・・・とならない

課題解決手法は，場所や目的に応じて編集し直すことが必要

⇒都市や地域の「目指すべき姿」は規範的に決める（→計画）

個別化されたサービスが自家用車を置き換えただけ・・・

では都市空間は変容しない

■ 「新たなKKD（仮説・検証・データ分析）」と
「従来型KKD（勘・経験・度胸）」の融和が鍵に

データの活用で，公共交通の課題が可視化（→課題発見の迅速化）

され，施策の「解像度」が上がる可能性に期待

⇔「データ分析」と「施策への落とし込み」は性質が異なる

施策の実行には「胆力」が必要： 「協議会」の決定が鍵

情報技術の高度化をどう受け止めるか

■ GTFSデータをもとに通学可能圏域を可視化

地域公共交通計画の目標設定や評価の「解像度」を高める

令和５年度第２回栃木県地域公共交通活性化協議会 資料５

情報技術の高度化をどう受け止めるか

■ モバイルデータとの重ね合わせで何を読み取るか

雲雀丘中学校区住民の移動状況（モバイルデータ）では，新長田

駅周辺の移動が相対的に多く，市バス系統と異なる動き

 敬老パス利用者（モバイルデータで抜け落ちやすい）が直通を指向？

 新長田駅の乗り入れ路線を設定すれば，新規顧客を獲得？

神戸市「データに基づく持
続可能な路線バス網の構
築に向けた有識者会議」報
告書（２０2１年７月）

議論の「素材」にデータを使い，合意形成の足がかりに

情報技術の高度化をどう受け止めるか

■ 真駒内駅（札幌市営地下鉄南北線）での出会い

さいごに： 「自信を持って」言えるように

地域交通施策は，この実現に一歩ずつ近づけること
クルマに頼らない「愉しいおでかけ」の選択肢を増やすことが

都市や地域の「格」を高める。その牽引役は「協議会」
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